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警戒
レベル 住民がとるべき行動 警戒レベル相当情報 新たな避難情報等 これまでの

避難情報等

5 命の危険　直ちに安全確保！ ・氾濫発生情報・大雨特別警報 緊急安全確保 災害発生情報

レベル４までに危険な場所から全員避難完了！

4 危険な場所から全員避難 ・氾濫危険情報
・土砂災害警戒情報 避難指示 避難勧告

避難指示（緊急）

3 危険な場所から高齢者などは避難 ・大雨、洪水警報
・氾濫警戒情報 高齢者等避難 避難準備・

高齢者等避難開始

2 自らの避難行動を確認 ・大雨注意報
・洪水注意報

1 災害への心構えを高める ・早期注意情報

～情報がいのちを救う～
特集防災

　浸水や土砂災害が発生するおそれが高い区域を着色
した地図で、平成31年4月に自治会を通じて各世
帯に配布しました。現在は、市役所や公民館等で配布
しているほか、市ホームページで見ることができます。

　自宅・職場・学校などの周辺にどのような災害の危険性があるのか
を確認し、ご家庭や地域内の防災の取り組みにご活用ください。

　複数の手段を用いて情報収集に努めること。それは、適切な避難行動に繋がり、自分や大切な人のいのちを救うことへと繋がります。
　何も知らないまま、気づいたときには手遅れ…ということは、あってはなりません。
　本記事では、台風・大雨といった災害時に、特に注意すべき情報や、情報の収集手段について紹介します。 危機管理課　☎（２１）２５５１
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防災
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大雨・洪水に関する
避難情報が

変更になりました

防災ハザードマップで
危険な場所を知る

　令和元年東日本台風（台風第19
号）等を教訓として「災害対策基本
法」が一部改正され、避難情報の名
称が変更となりました。

避難情報の主な変更点
(1) 避難のタイミングを明確にするため、警戒レベル4の避難勧告と避難指示（緊急）を「避難指示」に一本化
(2) 災害が発生・切迫し、警戒レベル4での避難場所等への避難が安全にできない場合に、自宅や近隣の建物で緊急的に安全確保
するよう促す情報を「警戒レベル5　緊急安全確保」として位置づけ

(3) 早期の避難を促すターゲットを明確にするため、警戒レベル3の名称を「高齢者等避難」に見直し

　警戒レベル１、２の段階では避難情報は発令さ
れませんが、避難の必要性やタイミング、避難先、
持ち物などを事前に確認しておきましょう。


